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アブラナ科作物には、ダイコン、キャベツ、ブロッコリー、ハクサイなど国内の主要野菜として重要なもの

が多く、その品種改良には、雑種強勢、種間交雑、F1 採種系の確立などの様々な育種学の優れた成果が利用
されてきた。また、近年核ゲノムの構造が明らかとなり，その栽培化の起源などの理解が進むとともに、DNA
マーカーを利用した分子育種が活発に進んでいる。今後の温暖化等による栽培様式の多様化や消費者の食嗜

好等の多様化に対応するためには、それら分子育種技術を活かして耐病性、高品質性、栽培適応性などの新

たな形質を導入することは、育種上重要なテーマであると考えられる。 
核ゲノムへの標的変異導入法としてのゲノム編集技術は、アブラナ科作物でも Clustered regularly interspaced 

short palindromic repeats / CRISPR associated proteins 9 (CRISPR-Cas9)を中心に様々な例が報告されている[1], [2]。
一方、プラスチドとミトコンドリアのゲノムについては、どちらも突然変異導入やゲノム編集技術が確立さ

れていないため、その潜在能力の理解も実用化も遅れていると言わざるを得ない。しかし、最近 transcription 
activator-like effector nucleaseをミトコンドリアに局在させることで、ミトコンドリアゲノムの編集（標的遺伝
子破壊）に成功した[3]。さらに TALEにシチジンデアミナーゼ（CD）を融合し、ミトコンドリアや葉緑体に
局在させることで、オルガネラゲノムの編集（標的一塩基置換）についても成功している[4, 5]。 
これらのことより、アブラナ科作物においては、核ゲノムとオルガネラゲノムへのゲノム編集法による標

的変異の導入系が基本的には確立しており、今後様々な形質の改良や遺伝子機能の同定と評価が可能になる

と期待されている。本講演では、アブラナ科作物の核とオルガネラ遺伝子の遺伝育種学的知見を概説後、私

たちのグループでのゲノム編集技術を用いた核とオルガネラ遺伝子への変異導入例を紹介する。そして、ア

ブラナ科作物におけるゲノム編集法を利用した育種の可能性についてディスカッションしたい。 
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